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哲
学
者
・
井
筒
俊
彦
（1914–1993

）

を
め
ぐ
る
、
世
界
初
の
伝
記
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
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英
語
に
よ
る
言
語
学
・
神
学
・
比
較
哲
学

の
研
究
で
国
際
的
に
評
価
さ
れ
る
一
方
、
日

本
語
で
発
表
さ
れ
た
「
東
洋
哲
学
」
の
構
想

は
、
長
い
間
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
井
筒
は
イ
ラ
ン
で
の
活
動
を
通
じ

て
同
国
の
思
想
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。

　
本
作
は
︑
イ
ラ
ン
出
⾝
の
監
督
マ
ス
ウ
ー

ド
・
タ
ー
ヘ
リ
ー
が
︑
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
新
資
料
を
も
と
に
︑
そ
の
知
ら
れ

ざ
る
姿
に
迫
る
︒
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本
作
は
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こ
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ま
で
に
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ル
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学
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、
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両
国
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国
内
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お
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れ
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Ｂ
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で
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各
種
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サ
イ
ト
や
ブ
ロ
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お
い
て
、
本
作
に
関

す
る
記
事
が
ペ
ル
シ
ア
語
・
日
本
語
・
英

語
で
発
信
さ
れ
て
い
る
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井筒俊彦（1914–1993）は、日本を代表

するイスラーム学者・哲学者である。東京

に生まれ、幼少期に禅と仏教思想に触れる

も、やがて言語学へと関心を移し、多数の

言語を習得した。この言語的素養は、後の

哲学体系の基盤となった。

慶應義塾大学で学んだ後、アラビア語およ

びイスラーム思想の研究を深め、日本で初

めてアラビア語原典から『クルアーン』を

翻訳した人物として知られる。

その後、マギル大学を拠点に国際的に活躍し、

意味論的手法によるイスラーム思想研究で世界

的評価を確立した。また、イランに長年滞在

し、同国の思想界にも大きな影響を与えた。

晩年には、イスラーム神秘主義、ヴェーダーン

タ、道教、仏教などを横断する独自の「東洋哲

学」を構想し、思想の根源的統一を探究した。

1993年に逝去。墓所は鎌倉・円覚寺にある。
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